＜プログラム＞
	開催日
	訪問先・所在地・テーマ・内容など

	１２月１８日
（木）
13:30～16:00
	■㈱オービット訪問（京都市）
「高性能外観検査の開発で躍進」
◇事業　高性能外観検査装置の開発、生産
　　　◇特　 長　1999年の創業以来、工業製品の出荷前外観検査の自動化
                 に取り組み、”For HAPPY Visual Inspection / 外観検査
                 に関わるすべての人を幸せにする”を理念に、簡単で安
                 くて速い外観検査設備を企画開発している。
                 特に検査対象物ごとに検査の自動化を検討していては、

                 コストも手間もかかるが、汎用性の高い外観検査用画像
                 コントローラFIS-200をもつ同社は、さまざまな検査対
                 象物を整理して、同じようなものはまとめて自動化する
                 取り組みを行っている。

（※京都中小企業技術顕彰 技術大賞受賞（令和５年度）
　　　◇資本金  ２０００万円　◇従業員数 ６名

	令和８年

１月２６日

（月）

13:30～16:00

	■㈱レザック訪問（八尾市）
「独自のＣＡＤシステムで躍進」
◇事業  ＣＡＤシステムの製造、販売及び関連機器の販売
           レーザー加工機・ブランキングシステムの製造・販売

　　　　　 データ管理、画僧処理システムの製造・販売

　　　　　 自動製図、サンプル加工機システムの製造、販売
◇特　 長　すべての製品は自社にて開発し、自社工場にて部品から完
           成まで製造を行い、自社にて販売、保守までのすべての工
　　       程を自社単体で行っている。
　　　　　 また、それぞれの機械に対し知的財産を所有することによ
　　　　　 り顧客を守ることを行っている。
　　　　　（※知的財産権、約８０個所有。平成１８年、経済産業省･中小企業庁より「明日の日本を支える全国の元気な中小企業３００社」に選ばれる等多数の受賞歴あり）
◇資本金　９９００万円　◇従業員数 ５０名

	２月２７日
　（金）
13:30～16:00
	■リードテクノ㈱訪問（大津市）
「産学連携で新たな圧電性評価システムを開発」

◇事業　 セラミック材料からその応用デバイスの製造、販売

◇特　 長  2002年の創業以来、大手企業が展開しにくい領域まで踏
　　　　　 み込み現場の困りごとを技術で解決する姿勢で事業展開。

　　　　　 現在、龍谷大学内にラボを構え、各種セラミックス材料の
           開発やプロセスの改良を集中的に行い、技術に磨きをかけ
　　　     る中、2022年、大阪公立大学の吉村教授との産学連携に
           より「新たな圧電性評価システム」を開発。「インライン
           上で薄膜の圧電素子の性能評価が簡単にできる」と従来と
           は全く異なる発想から生まれたテスターとして、半導体メ
           ーカー等から注目を集めている。

◇資本金　２０１９万円　◇従業員数 １８名

	３月１７日
（火）

13:30～16:00


	■日本ニューロン㈱訪問（相楽郡精華町）
「防災継手ＭＣジョイントで躍進」
　　  ◇事業　各種伸縮管継手・フレキシブルチューブ・ダンパ等圧力容
                 器の設計製作、水道配管用伸縮可とう管設計製作
　　　◇特　 長  1973年の創業以来、伸縮管継手の設計製造を主事業に展

                 開してきたが、高度な塑性加工技術においては、自社で独

　　　　　　　　 自の成形機を開発し、顧客からの多様な要望に応えてい

                 る。それに加え、FEM解析等複雑な変形シュミュレーショ

                 ン技術を有し、各種試験機を豊富に保有している。
◇資本金 ３０００万円　◇従業員数 ５６名


